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米大統領選とは何か  
私は「時事直言」（10 月 21 日）で「アメリカの大統領は時代を決める者が決める」と述べ、オバマ

大統領が何故選ばれたかについても説明した。 

「小冊子」（Vol.83）で「誰がアメリカのオーナーなのか」を合衆国憲法に基づいて行政責任を負う

政府と、通貨の自由裁量権を持ち、政府に貸し付け、金利、雇用、物価を調整して経済と市場をコ

ントロールする FRB（連邦準備理事会）との主従関係を明確に説明することで、誰が何のためにアメ

リカを動かしているかを解説した。 

「小冊子」（Vol.83）の「はじめに」を読めばアメリカのオーナーは FRBのオーナーであることが分か

る。 

さて今回の米大統領選であるが、クリントンとトランプの争いは川面の笹舟の戦いで、勝ち負けは川

底のうねりがどちらを沈めるかで決まる。 

 

The Deep State とはアメリカ議会、ペンタゴン（国防総省）、CIA（中央情報局）、軍需産業の総

合体のことでアメリカを動かす主流のこと。 

2008 年から今日までアメリカ支配してきたのはユダヤ資本左派で、今や金融も財政も行き詰まっ

たので今後はユダヤ資本右派による支配が望ましい。 

しかし左派はまだ右派に譲りたくないので右派と争っているのである。 

クリントンは左派、トランプは右派の代理人で、大統領選はイスラエル左派と右派の代理戦争であ

る。 

三回のCNNの討論会（ディべート）を見てもわかる通り司会者はトランプが有利になると遮ったり、

妨害したりクリントンを有利に誘導してきた。 

トランプがディベートもメディア報道も八百長だと言うのは無理もない話だ。 

The Deep Stateは一貫してクリントンを支持してきたのである。 

ところが終盤になってメディア王マドックがトランプ支持を表明、傘下の FOX-TV やニューヨークタ

イムズが、クリントン財団が FBI 長官の奥さんに（間接的：テネシー州知事を通して）20 万ドル渡した

事実や同財団とサウジアラビアとカタールとの金銭のやり取りが IS 支援のためであったことなど暴露、

このままだとニクソン大統領のウォーターゲート事件どころではなくなりそうである。 

CIAやペンタゴンのインサイダーの Mr. Jim Rickardsは、「クリントンがアメリカ人の命を金で売っ

たようなスキャンダルがある」と言っていたが、やがて明るみになるだろう。 

Jim曰く、The Deep Stateはトランプに鞍替えしたと言う。 

クリントンはたとえ今回の大統領選で勝利しても、各州の選挙人が投票する 12 月 20 日までに国

家反逆罪容疑、モンサント（農薬等ケミカル会社）の遺伝子組替に関する情報隠蔽事件関与など殺

人ほう助罪疑惑など追及されるとクリントンが勝った州の選挙人の多くがトランプに投票することになり

2017年 1月 20日の米大統領の椅子はトランプになる可能性もある。 

「小冊子」（Vol.83）を読めば何故 12 月に NY 市場が暴落しなくてはならないのかよくわかるはず

だが、クリントンに対する致命的なスキャンダルと NY 暴落でクリントンが勝った州はことごとく負けの

州になるだろう。 

奇跡は創るもの！ 
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